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令
和
４
年
度
ま
ち
な
か
朝
市

(

山
田
達
也
会
長)

が
、
５
月
21

日
（
土
）
曇
天
の
中
ス
タ
ー
ト

し
た
。
今
年
も
、
昨
年
に
続
き

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
を
考

慮
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
を
中
止
し
た
。 

 

開
店
前
の
６
時
半
頃
か
ら

お
客
様
が
来
店
し
、
お
目
当
て

の
店
舗
で
出
店
者
と
半
年
ぶ
り

の
会
話
を
交
わ
す
な
ど
し
な
が

ら
、
品
定
め
す
る
姿
が
あ
っ
た
。

今
年
は
、
９
店
舗
で
の
ス
タ
ー

ト
と
な
っ
た
。（
今
年
度
の
出
店

予
定
者
は
11
店
舗
の
予
定
。
）

短
期
出
店
希
望
の
方
も
随
時
受

付
け
て
い
ま
す
。
開
店
案
内
通

り
７
時
に
一
斉
に
販
売
開
始 

2022みんなのまちなか朝市５月２１日（土）～１１月 26日 

石川自治協議会設立に係わる区長説明会 

 

石
川
自
治
協
議
会
設
立
に
係
わ

る
説
明
会
「
令
和
４
年
度
第
１
回

行
政
区
長
説
明
会
」
を
新
区
長
４

名
の
方
々
を
交
え
19
日
石
川
自

治
セ
ン
タ
ー
で
説
明
会
を
行
っ

た
。
区
長
13
名
・
役
場
３
名
・
自

治
セ
ン
タ
ー
２
名
が
出
席
し
た
。 

 

挨
拶
で
は
、
溝
井
石
川
地
区
会

長
よ
り
「
各
区
長
よ
り
忌
憚
の
な

い
意
見
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。」

矢
内
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
は
、「
人
口

減
少
で
団
体
活
動
等
が
消
滅
の
危

機
に
あ
る
。
今
年
度
中
の
設
立
を

目
指
し
区
長
方
々
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
佐
藤
企

画
商
工
課
課
長
か
ら
は
、「
自
治
セ

ン
タ
ー
と
し
て
住
民
と
役
場
の
パ 

イ

プ

役

と

し
て
、
朝
市

や

も

の

づ

く
り
・
ま
ち

づ

く

り

事

業

に

感

謝

し
ま
す
。
持

続

可

能

な

自

治

協

議

会

設

立

に

つ

い

て

昨

年

か

ら

説

明
、
地
域
課

題

等

を

自

協

議

会

導

入

部

分

と

し

て

丁

寧

に

説

明

し

て 

て
行
き
ま
す
と
述
べ
た
。」 

 
 
 
 

 

 

石
川
自
治
協
議
会
設
立
に
係
わ

る
説
明
は
、
緑
川
企
画
商
工
課
係
長

か
ら
、
「
昨
年
の
区
長
会
説
明
と
同

じ
で
あ
る
事
を
前
置
き
さ
れ
説

明
。」
・
自
治
協
議
会
と
は
。
・
な
ぜ

必
要
な
の
か
？
・
地
域
の
現
状
。
・

こ
ん
な
取
り
組
み
が
あ
れ
ば
・
・
。・

そ
も
そ
も
自
治
協
議
会
が
必
要

か
？
・
今
と
ど
う
違
う
の
？
・
こ
れ

か
ら
ど
う
す
れ
ば
。
・
各
自
治
協
議

会
活
動
事
例
等
に
つ
い
て
、
順
次
事

例
等
を
交
え
説
明
し
た
。
説
明
を
踏

ま
え
て
の
質
疑
応
答
に
つ
い
て
は
、

各
区
長
よ
り
、
地
域
の
現
状
を
踏
ま

え
て
の
質
疑
、
意
見
が
で
た
。
地
域

の
人
口
減
少
、
団
体
構
成
員
減
少
で

団
体
消
滅
、
行
政
区
の
再
編
も
考
え

な
け
れ
ば
と
述
べ
る
区
長
の
意
見

も
あ
っ
た
。
組
織
に
つ
い
て
の
意
見

と
し
て
、
協
議
会
設
立
へ
の
主
旨
は

理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
は
、
特
に
女

性
か
ら
は
、
福
祉
の
部
分
で
設
立
要

望
が
多
い
と
の
意
見
も
出
た
。
区
長

と
地
域
の
住
民
、
各
団
体
と
の
話
合

い
が
必
要
で
は
な
い
か
、
地
域
や
団

体
の
問
題
事
項
を
早
期
解
決
す
る

こ
と
が
大
事
と
の
意
見
も
出
た
。
今

回
の
説
明
会
で
は
、
区
長
よ
り
設
立

に
つ
い
て
前
向
き
な
意
見
も
多
く
、

各
団
体
や
住
民
と
の
話
合
い
の
場

を
持
つ
こ
と
に
よ
り
理
解
や
協
力

が
頂
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
た
。
今
年
も
区
長
は
じ
め
、
各
団

体
の
皆
様
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

と
な
っ
た
。
野
菜
や
手
づ
く
り
惣

菜
、
パ
ン
等
を
お
買
上
げ
頂
い

た
。
今
年
度
も
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

の
粗
品
と
し
て
お
買
上
の
お
客

様
に
玉
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行

っ
た
。
キ
ャ
ベ
ツ
、
キ
ュ
ウ
リ
他

野
菜
類
が
早
々
等
売
り
切
れ
と

な
っ
た
。
28
日
も
同
様
に
野
菜
等

の
売
り
切
れ
が
多
か
っ
た
。 

今
年
も
、
旗
立
て
、
開
店
前
の

テ
ン
ト
、
販
売
台
の
設
営
に
早
朝

よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
多

く
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
ま

す
。
又
、
朝
市
ス
タ
ー
ト
に
際
し

ま
し
て
、
役
場
関
係
者
、
ま
ち
づ
く

り
委
員
の
方
々
に
お
世
話
に
な

り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

21 日開店前、６時半頃の様子。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月度行事予定＊諸般の事情により日時等変更になる場合もあります。                               

日 曜 行 事 予 定 備 考 

９ 木 レディース新田開講式 19：30 新田ふれあい 

12 日 レディース外槇移動研修 9：00 滝根町 

14 火 石川自治センター運営協議会 石川自治センター 

16 木 

新田寿健康大学 9：30 

レディースきたす 18：00 

地域自治協議会設立会議 18：30 

新田ふれあい 

町民グランド 

石川自治センター 

21 火 石川寿大学 9：30 立ヶ岡グランド 

毎週土曜日まちなか朝市 6/4.11.18.25朝 7時開始 石川自治センター 
 

 

 

 

 

22
日
晴
天
の
中
、
自
治
セ
ン

タ
ー
で
、
サ
ル
ビ
ア
・
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
・
ベ
コ
ニ
ア 

３
種

類
の
植
え
付
け
を
プ
ラ
ン
タ

ー
11
個
に
行
っ
た
。
霜
注
意
報

が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら

下
屋
部
分
で
管
理
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
玄
関
周
り
に
配
置

す
る
予
定
。 

石
川
自
治
セ
ン
タ
ー
ま
ち
な
か

工
房
５
教
室
（
籐
手
芸
・
粘
土
・
リ

フ
ォ
ー
ム
・
手
織
り
・
ホ
ラ
ー
造

形
ａ
ｋ
プ
ロ
）
が
、
６
月
４
日

(

土)

・
５
日(

日)

の
２
日
間
、
今

年
も
福
島
空
港
ビ
ル
２
階
ラ
ウ
ン

ジ
で
日
頃
か
ら
、
真
心
を
込
め
て

教
室
活
動
で
制
作
し
た
作
品
を
展

示
・
販
売
。
石
川
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
い
ま
す
。
５
教
室
が
一
緒
に

町
外
で
展
示
・
販
売
活
動
を
す
る

こ
と
は
、
ま
ち
な
か
工
房
「
つ
く

っ
ぺ
」
昨
年
に
続
き
２
回
目
と
な

り
ま
す
。
作
品
数
は
、
５
教
室
合

わ
せ
て
約
５
０
０
点
で
す
。
新
作

や
お
求
め
安
い
小
物
や
ア
ク
セ

サ
リ
ー
等
も
取
り
揃
え
ま
し
た
。

是
非
こ
の
機
会
に
、
ご
家
族
や
お

友
達
お
誘
い
合
わ
せ
ご
来
場
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

まちなか工房「つくっぺ」福島空港ビル今年も出店。生涯学習活動他 

2021 

新
田
寿
健
康
大
学
（
小
豆
畑

幸
司
委
員
長
）
は
、
５
月
19
日

学
習
会
と
し
て
、
「
石
川
町
文

化
財
見
学
」
を
行
っ
た
。
母
畑

北
山
国
登
録
有
形
文
化
財
添

田
家
住
宅
。
谷
地
木
造
千
手
観

音
菩
薩
立
像
。
谷
地
分
水
嶺
。 

 

石川地区まちづくり委員会開催 

名
・
女
性
32
名
）
が
出
席
し
て

行
わ
れ
た
。
福
島
県
石
川
警
察

署
巡
査
部
長
渡
辺
千
夏
氏
を

講
師
招
き
、
テ
ー
マ
「
犯
罪
、

詐
欺
等
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
」

講
話
を
し
て
頂
い
た
。
実
際
の

詐
欺
事
件
を
参
考
に
、
対
処
方

等
を
学
ん
だ
。 

レ
デ
ィ
ー
ス
学
級
猫
啼(
小
豆

畑
ケ
イ
子
委
員
長)

12
日
、
外
槇

(

水
野
昭
子
委
員
長)

24
日
、
き
た

す(

竹
島
君
委
員
長)

26
日
、
３
学

級
が
開
講
式
を
行
っ
た
。
猫
啼
・

外
槇
は
、
今
年
の
事
業
日
程
の 

 

石
川
寿

大
学
（
鈴

木
芳
幸
委

員
長
）
は
、

５
月
17
日

学
習
会
を

石
川
自
治

セ
ン
タ
ー

で

37

名

（
男
性
５ 

石
川
地
区
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
（
瀬
谷
守
夫
委
員
長
）

は
、
令
和
４
年
度
第
１
回
石

川
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

を
開
催
し
た
。 

 

瀬
谷
委
員
長
か
ら
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
コ
ロ
ナ
感
染

の
無
い
よ
う
に
活
動
し
て
下

さ
い
。
５
月
21
日
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
ま
ち
な
か
朝
市
へ

の
支
援
を
頂
き
た
い
」
と
挨

拶
が
あ
っ
た
。 

 

協
議
事
項
は
、
石
川
地
区

ま
ち
づ
く
り
委
員
、
役
員
の

確
認
。
事
業
計
画
及
び
予
算

(

案
）
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

又
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
申

請
団
体
、
行
政
区
等
へ
の
環

境
整
備
支
援
、
研
修
会
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。 

今
年
度
の
交
付
金
申
請
に

つ
い
て
は
、
新
規
申
請
１
団

体
。
継
続
９
団
体
の
計
10
団

体
か
ら
の
申
請
が
あ
っ
た
。

18
日
役
員
会
で
事
業
報
告

書
及
び
申
請
書
の
精
査
を

行
い
25
日
委
員
の
方
々
に

報
告
。
提
案
を
し
た
。
予
算

の
内
訳
と
し
て
、
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
事
業
へ

94

万
円

(

団
体
交
付
は
以
下
の
通
り
、

大
貴
宮
八
幡
山
桜
を
守
る

会
25
万
、
新
屋
敷
グ
ラ
ウ
ン

ド
整
備
委
員
会
３
万
、
新
屋

敷
環
境
美
化
委
員
会
６
万
、

馬
場
町
遊
歩
道
管
理
委
員

会
15
万
、
北
町
区
自
治
会

20
万
、
猫
啼
地
区
桜
整
備
事

業
委
員
会
５
万
、
ど
ろ
ん
こ

広
場
５
万
、
猫
啼
ふ
れ
あ
い

広
場
管
理
会
５
万
、
愛
宕
山

公
園
保
存
会
５
万
。
和
久
行

政
区
５
万
円
。)

。
地
域
活
性

化
事
業
ま
ち
な
か
朝
市
へ
36

万
円
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
、
研

修
会
他
へ
59
万
円
。
が
提
案

さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
予
防
策
、
熱
中

症
対
策
を
講
じ
て
事
業
実

施
お
願
い
し
ま
す
。 

確
認
。
文
化
祭
参
加
作
品
作

り
、
移
動
研
修
等
に
つ
い
て
話

し
合
い
が
行
わ
れ
た
。 

レ
デ
ィ
ー
ス
き
た
す
は
、
開

講
式
後
健
康
増
進
の
為
、
町
民

グ
ラ
ン
ド
で
恒
例
の
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
行
っ
た
。
11
名
が

参
加
し
た
。 

和久観音山鉱床。第一抗

体内を見学する学級生の

皆さん。相田さんより説

明。第３抗体での鉱石拾い

も行った。 


